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●伝送線路を中心とした独自の回路技術により、優れた高周波特性を実現します。
●特に、発振器の低位相雑音化技術などで優位性を有しています。
●60GHz帯、E帯、サブテラヘルツ帯等の超高周波帯への適用も可能な技術です。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

次世代の無線通信、有線通信、およびレーダーシステムのフロントエンド部を構成するマイクロ波・ミリ波
帯（概ね1～120GHz帯を対象）半導体集積回路の研究開発を推進しています。電磁波の発振・増幅・周
波数変換・位相制御等を行う回路に、伝送線路を中心とした独自の回路構成を適用し優れた特性を実現
します。これらの回路は、マイクロ波加熱・乾燥システムや無線電力伝送（無線給電）システムに展開する
ことも可能です。

【研究シーズの概要】

●主に無線通信・光通信・レーダー等のシステムのフロントエンド部への適用を想定
●マイクロ波加熱・乾燥システムへの適用も可能
●無線電力伝送（無線給電）システムへの適用も可能

【産業界での展開・用途】

Keyword

【研究シーズテーマ】

マイクロ波・ミリ波／半導体集積回路／無線通信／無線電力伝送マイクロ波・ミリ波／半導体集積回路／無線通信／無線電力伝送Keyword

マイクロ波・ミリ波帯
半導体集積回路の研究開発

研究分野：工学（電気電子工学）

◎無線通信システムのフロントエンド(FE)の例（桃色部分が当研究室の研究対象）
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